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研究内容：  

物質の最小単位である素粒子のふるまいは、素粒子の標準理論と呼ばれる理論によって非常によく説明するこ

とができる。2012 年には大型ハドロン加速器（LHC）の実験で質量 125 GeV のヒッグス粒子が発見され、こ
の理論に登場する全ての素粒子の存在が確認された。標準理論は現代物理学の金字塔である。 
しかし標準理論では、宇宙に存在する物質と反物質の量の違い、暗黒物質の正体、ニュートリノの質量といっ

た謎を説明することができない。これらを理解するためには「新しい物理理論」が必要であり、その解明は現代

物理学における重要な課題の一つである。 
私はその糸口として「ヒッグス粒子の性質」に注目して研究を進めている。ヒッグス粒子は他の素粒子の質量

を生み出す役割を担うが、その仕組みはまだ完全には分かっていない。現在の理論は最も単純な仮定を置いてい

るが、より複雑な仕組み（拡張ヒッグス模型）を考えることで、標準理論では説明できない現象を説明できる可

能性がある。 
こうした拡張ヒッグス模型では、新しい粒子の存在が予言される。世界中の研究者が LHC実験でその探索を

進めており、2030年に始まる HL-LHC実験では、このような新しい粒子の発見が期待されている。さらに、ヒ
ッグス粒子の発見によって、その性質の精密測定を通じた拡張ヒッグス模型の間接的な検証が可能になった。多

くの拡張ヒッグス模型はヒッグス粒子の生成や崩壊において標準理論とは異なる予言を与えるため、次世代の電

子・陽電子加速器計画では、精密測定によって標準理論からのわずかなずれを検出し、新物理を探ることが主眼

となっている。 
LHCおよび HL-LHC実験における新粒子の探索と、電子・陽電子加速器実験におけるヒッグス粒子の精密測

定が始まろうとしている。私は、これら将来実験によって、拡張ヒッグス模型をどこまで検証できるのか、実験

結果からどのように新しい物理理論に迫るのかといったことを理論的な側面から研究している。本研究を通じ

て、ヒッグス粒子を糸口とした新しい物理理論の解明を目指している。 
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